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　今月のこの人
　岩渕　泰典　さん

　～編集後記～　　今回でVol.10になりました!ありがとうございます!

　　　　　　　　　　　※2023年5月12日電通実施

①SDGsの認知率は9割超（91.6%）。「内容ま

SDGsのイベントにはさまざまな種類があるのをご存じですか。 で含めて知っている」と回答した人は、第1回調査

SDGs通信　　　　　　vol.10
第6回「SDGsに関する生活者調査」を実施

できるイベントです。取り扱われるテーマは、社会が目指すべき将来像や企業の先進的なSDGsの 、「新聞」（23.8％）の順で多い。「SNS」（12.7%）

取り組みなどになります。 から情報を得ている人は、男性10～20代が多い。

 2)具体的なアクションを伴うイベント ③SDGsについて、９割弱（87.3%）がポジティブ

大きく分けて3種類のイベントがあります。 （2018年実施）から11倍以上に増加し40.4％に。

 1)カンファレンス系のイベント ②SDGsの認知経路は「テレビ」（63.5％）、「報

カンファレンス系のイベントとは、主にパネルディスカッションやシンポジウムなどで専門家の話を聞くことが 道機関や情報機関のWEB・SNS・アプリ」（37.6％）

体験型のイベントでは、SDGsをテーマにした展覧会やSDGsカードゲームの体験会 が高く、理解度では「食品ロス」（35.9％）、「再生

などが含まれます。手軽に参加できる上に、楽しみながらSDGsを学べるため、 可能エネルギー」（24.1％）、「ジェンダー平等」

 具体的なアクションにはゴミ拾いや海外ボランティアなどがあります。 な印象を持っている。

これらのイベントでは、カンファレンス系のイベントとは異なり、自らが直接SDGsの活動に取り組むため、 ④サステナビリティに関連する15のテーマ※2について、

より実践的にSDGsを学べるイベントです。 認知度は「食品ロス」（92.6％）、「ジェンダー平等」

小・中学生のお子さんにもオススメです。 （22.8％）が高い。

⑤約8割（79.3%）の人が、SDGsに対して企業が

積極的に取り組むと、良い印象が強くなる、好感度が

上がるなどの影響があると回答。

 3)体験型のイベント （90.2％）、「再生可能エネルギー」（90.1％）

SDGsイベントに参加する3つのメリット

SDGsはかなりの認知度になりましたね。

1人1人できる事をやりましょう。

SDGsのイベントでは、企業のSDGsの活動例が紹介されたり、ゲームなどで自らの頭を働かせて

卒業式直後のことだった。かみさんと中1の息子、家族SDGsを実践的に学ぶ機会が提供されます。

4人バラバラの外出先で被災。4人無事で会えたのは

メリット1｜SDGsを深く学ぶきっかけとなる 今、宮城県は復興からのまちづくりとSDGｓに取り

SDGsのイベントに参加することで、SDGsをより深く学べます。

12年前の東日本大震災時の岩渕家は、娘の中学

組んでいます。

けたりできます。イベントを通じて「自分ごと」と捉えられるようになり、より身近な問題としてSDGsを

光景に。水・非常食等、何一つ防災グッズが無いことに認識する機会となります。

気付かされた。今は、あらゆるグッズを準備し、常に メリット3｜SDGsを通してコミュニティが広がる
ガソリンは満タンを心掛けるようになった。

メリット2｜SDGsに対する見方が変わる
翌日のことで、自宅に戻ると津波の痕跡があり、あとSDGsのイベントでは、生活の身近にあるSDGsに触れることができたり、普段の生活とSDGsを結びつ

僅かで床上浸水になる所で、家に入ると想像絶する

現在の仙台市街地は震災前と変わりありませんが

海岸沿いは未だ復興途中で多数の工事個所がSDGs 2023年　イベントカレンダー

あります。今月よりコロナも5類になり東北地方にも

SDGsのイベントでは、個人で参加できるものも多くある一方で、チームを組んでSDGsを体験するという

最近、各地で大きな地震が多く発生しています。ようなものもあります。日常生活ではSDGsに興味のある人と積極的に交流することは難しいですが、

いつまた来る大地震に備えて、一度ご自宅の防災イベントであれば、同じようにSDGsに興味を持っている人に出会えます。

グッズの点検も必要ではないかと感じます。

　グループ全体で共有して欲しい』などのご意見がありましたら、お近くのメンバーまでお待ちしています。 ＊次回はこの人 鈴木浩治さん

 皆様もイベントに参加してSDGsを身近に感じてみませんか?

多くの観光客がいらっしゃるようになりました。https://www.kokuchpro.com/calendar/tag-SDGs/date-202306/
是非この機会に、震災遺構等ご自分の眼で、

ごらんになってはいかがでしょうか。　今、社をあげて取り組んでいるＳＤＧｓですが、『こんな取組できないかな?』とか『〇〇の情報を


